
かかりつけ透析医療機関と
連絡が取れない場合

お住いの市町村の避難行動要支援者
名簿の所管課や、指定避難所等の市町
村職員に以下の内容を伝えましょう。

○ かかりつけ透析医療機関と連絡が取
れないこと

○ 人工透析を実施している医療機関を
紹介してほしいこと

○ かかりつけ医から安否確認の連絡が
あった場合、自分の居場所及び連絡先
を伝えてほしいことなど

まず、かかりつけ透析
医療機関に連絡

○ 行ってみるのか、電話をするのか、
災害用伝言ダイヤル等を活用するの
か、普段からいざというときの連絡方法
をかかりつけ透析医療機関に確認して
おきましょう。

○ 連絡を取り、自分の状況を伝えると
ともに、今後の助言を受けましょう。

○ 透析医療機関が人工透析をでき
ない場合、透析が可能な別の施設で
透析を受けることになりますので、助言
に従いましょう。

一般電話回線が不通に
なるなど市町村とも連絡が
取れない場合

地域の指定避難所又は最寄りの指定
避難所に行き、避難所の市町村職員に
自分が透析患者であり、透析治療ができ
ないと命に関わることを伝え、以下のような
相談をしましょう。

○ 人工透析を実施している医療機関
を紹介してほしいこと

○ 医療救護班に透析治療が必要で
あることを伝えてほしいこと

○ かかりつけ医から安否確認の連絡が
あった場合、自分の居場所や連絡先
を伝えてほしいことなど

※ 指定避難所へは必ず「災害時透析
患者カード」等により、透析情報、お
薬手帳、３日分の薬を持参しましょ
う。

埼玉県透析患者防災の手引

まとめ ～ 平常時からの準備が重要 ～
災害対応は、まず「自分の命、安全は自分で守る」ことが重要です。
普段から災害時の行動（自助）を想定して、かかりつけ透析医療機関との連絡方法の確認や、持ち物リストの用意を行
いましょう。
透析医療機関と連絡が取れず避難所に避難することを想定して、塩分やカリウム、飲水を控えることを覚えておくことも重要
です。
市町村（避難所）では患者等の安否確認に避難行動要支援者名簿を活用しますので、災害時に円滑に市町村の支
援を受けるため、普段からこの名簿に自分の情報を登録することもとても大事です。
そのほか、かかりつけ透析医療機関で透析ができない場合や、自身の避難先となる場所で透析を受ける場合の医療機関
を事前に確認しておきましょう。

「災害時は自助・共助・公助！」

埼玉県マスコット
「コバトン」

～ 災害が起きた場合の３ステップ ～

参考 非常時の連絡方法（イツモ防災マニュアルブック 命を守る３つの自助編より抜粋）
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埼玉県

埼玉県保健医療部医療整備課地域医療対策担当
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